
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
他
の
意
図
も
不
明
で
あ
り
、
成
立
年
代
も
「
冒

本
史
学
に
お
い
て
は
中
世
地
誌
の
代
表
格
の
如
き
扱
い
を
さ
れ
、

な
不
明
な
要
素
が
多
数
存
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
そ
の
評
価
は
高
い
。

頭
の
貞
和
四
年
以
降
、
最
古
写
本
で
あ
る
斑
鳩
寺
本
の
書
写
さ
れ
た
氷
正
人

年
以
一
蝕
）
と
、
大
き
く
幅
を
持
た
せ
て
い
る
の
が
実
状
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

宗
賞
賛
の
言
辞
も
散
見
す
る
こ
と
か
ら
民
衆
の
教
化
を
目
的
と
し
て
い
る
と

そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
の
形
態
か
ら
『
大
鏡
』
の
系
譜
、
或
い
は

浄
土
僧
の
手
に
な
る
問
答
体
の
テ
キ
ス
ト
の
系
譜
に
位
置
づ
け
ら
婚
浄
土

布
の
仏
教
宗
派
の
説
明
、
播
磨
国
内
の
寺
社
縁
起
、
田
数
、
故
事
、
悪
党
や

当
時
の
国
内
情
勢
を
論
じ
、
書
物
と
し
て
は
僅
か
三
十
数
冗
ど
短
い
も
の
の

僧
と
、
其
処
を
訪
ね
て
き
た
旧
友
と
の
九
つ
の
問
答
を
通
し
て
、
日
本
国
流

『
峯
相
記
』
は
十
四
～
十
五
世
紀
に
峯
相
山
鶏
足
寺
の
住
僧
に
よ
っ
て
著
さ

れ
た
播
磨
一
国
の
地
誌
で
あ
る
。
「
念
仏
申
シ
テ
往
生
ヲ
誕
包
す
鶏
足
寺
の
老

は
じ
め
に

『
峯
相
記
』
諸
本
と
そ
の
受
容

『
峯
相
記
』
諸
本
と
そ
の
受
容

蕾
。
特
に
日

「
悪
党
」
研

究
に
も
引
き
継
が
れ
、
古
く
は
近
世
播
磨
地
誌
の
集
大
成
で
あ
る
『
播
陽
万
宝

智
恵
鍵
、
現
代
で
も
『
兵
庫
県
史
』
を
始
め
と
し
て
各
市
町
村
史
や
『
日
本

歴
史
地
名
大
系
二
八
兵
庫
県
の
地
名
』
（
平
凡
社
）
等
で
も
『
播
磨
風
土

記
』
に
次
ぐ
歴
史
的
史
料
と
し
て
重
要
視
し
て
い
る
。

究
の
一
級
史
料
と
し
て
論
文
の
引
用
頻
度
も
高
い
。
そ
の
傾
向
は
地
方
史
研

日
本
文
学
研
究
に
お
い
て
は
、
特
に
「
故
事
」
に
関
し
た
研
究
で
の
本
書

の
引
用
が
目
立
つ
。
そ
こ
に
は
「
教
信
往
生
説
詮
、
「
山
陰
中
納
言
説
論
］
、
「
安

倍
晴
明
説
詮
、
「
聖
徳
太
子
伝
】
）
「
犬
寺
縁
蔭
一
等
が
含
ま
れ
る
の
だ
が
、
そ

本
稿
で
は
そ
の
様
な
実
状
を
ふ
ま
え
、
総
合
的
な
『
峯
相
記
』
研
究
の
足

が
か
り
と
す
べ
く
、
諸
本
の
内
容
解
説
と
、
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
本
書

の
受
容
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
う
。

研
究
は
ほ
と
ん
ど
さ
れ
て
い
な
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

れ
て
い
る
か
、
と
い
う
点
に
論
拠
は
集
中
し
て
お
り
、
本
書
自
体
の
総
合
的

の
よ
う
な
説
話
が
京
を
離
れ
た
一
地
方
国
で
ど
の
よ
う
に
変
容
し
、

各
務
健
司

享
受
さ



れ
て
い
る
。
こ
の
他
で
は
『
群
書
解
題
』
に
色
川
三
中
旧
蔵
の
写
本
が
静
嘉

堂
文
庫
に
蔵
さ
れ
て
い
る
事
が
紹
介
さ
れ
、
神
栄
赴
郷
箸
『
峯
相
記
の
研
塾

『
峯
相
記
』
の
諸
本
に
関
す
る
先
行
研
究
の
中
で
は
『
兵
庫
県
大
百
科
事

典
』
の
解
説
が
最
も
整
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
写
本
を
三
系
統
に
分
類

し
、
第
一
系
統
を
斑
鳩
寺
本
に
代
表
さ
れ
る
も
の
、
第
二
系
統
を
続
群
書
類

従
本
系
統
の
写
本
、
第
三
系
統
を
続
史
籍
集
覧
に
収
め
ら
れ
た
も
の
、
と
さ

を
論
じ
、
そ
の
系
統
を
一

統
を
立
て
て
は
い
る
が
、

写
し
た
も
の
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
事
が
述
べ
ら
れ
る
の
に
留
ま
っ
て
い
る
。

で
國
學
院
大
學
に
寛
文
十
年
の
書
写
本
を
底
本
と
し
、

。
《
写
本
》

【
第
一
系
統
】

そ
こ
で
ま
ず
始
め
に
管
見
に
及
ぶ
限
り
の
写
本
に
つ
い
て
そ
の
内
容
や
特
徴

斑
鳩
寺
本
：
内
題
、
外
題
と
も
に
「
峯
相
記
」
。
｜
頁
十
行
、
全
三
十
七

丁
。
写
本
一
冊
。
永
正
八
年
（
一
五
二
）
書
写
山
別
院
定
願
寺
岡
元

坊
本
を
「
慶
昭
」
と
い
う
比
丘
が
書
写
。
そ
の
後
斑
鳩
寺
佛
飼
院
の
僧

寂
通
に
よ
っ
て
題
が
附
さ
れ
（
寛
文
十
一
年
）
、
さ
ら
に
そ
の
後
、
後

人
に
よ
っ
て
校
訓
が
附
さ
れ
る
。

昭
和
五
十
一
年
三
月
兵
庫
県
文
化
財
に
指
定
。

島
原
図
書
館
蔵
本
：
外
題
、
内
題
共
に
「
峯
相
記
」
。
｜
頁
十
一
行
。
全

四
十
六
丁
。
写
本
一
冊
。
松
平
文
庫
。
尚
舎
源
忠
房
文
庫
。
奥
書
な
し
。

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
判
有
り
。
所
蔵
番
号
松
ご
Ｉ
届

続
群
書
類
従
本
：
寛
文
十
一
年
に
僧
寂
通
に
よ
っ
て
題
を
加
え
ら
れ
、
享

そ
の
系
統
を
整
理
し
て
お
く
。
尚
、
前
の
『
事
典
』
と
同
様
の
三
系

そ
の
方
法
は
全
く
異
な
る
事
を
予
め
断
っ
て
お
く
。

そ
れ
を
寛
保
元
年
に
書

れ
た
も
の
。
『
大
日
本
仏
教
全
書
寺
誌
叢
書
』
に
も
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

宮
内
庁
本
：
外
題
「
播
磨
国
峰
相
記
」
、
内
題
「
峯
相
記
」
。
｜
頁
十
行
。

全
五
十
三
丁
。
写
本
一
冊
。
明
治
二
十
九
年
に
金
子
文
輔
氏
が
続
群
書

類
従
本
を
書
写
し
た
も
の
。
邨
岡
良
弼
氏
（
届
溢
～
巳
冒
、
著
作
に
「
日

本
地
理
志
料
」
等
）
旧
蔵
。
所
蔵
番
号
ｇ
陰
』
－
拝
－
戸
］
－
国
囲

叡
山
文
庫
蔵
本
：
外
題
「
播
陽
寺
山
記
峯
相
記
」
、
内
題
「
峯
相
記
」
（
ミ

ネ
ア
ヒ
キ
と
い
う
振
り
仮
名
有
り
。
但
し
本
文
と
は
別
筆
）
。
｜
頁
十

二
行
。
全
三
十
八
丁
。
写
本
一
冊
。
元
和
七
年
、
播
州
妙
徳
寺
重
盛
書

【
第
二
系
統
】

（
一
）

無
窮
会
本
：
外
題
「
播
磨
峯
相
記
」
、
内
題
「
峯
相
記
」
。
一
頁
十
一
行
。

全
三
十
九
丁
。
写
本
一
冊
。
奥
書
に
拠
れ
ば
寛
文
八
年
に
松
下
見
林
が

播
磨
藤
本
氏
蔵
本
を
書
写
。
外
表
紙
に
は
「
松
下
見
林
先
生
自
筆
播

州
明
石
浦
柿
本
太
夫
祠
堂
銘
碑
峯
相
記
」
と
書
さ
れ
て
お
り
、
内
容

も
ま
ず
最
初
に
明
石
浦
柿
本
社
の
銘
碑
（
寛
文
四
年
冬
、
明
石
城
主
松

平
日
向
守
建
立
、
碑
文
は
林
鷲
鳳
に
よ
る
）
、
次
に
『
峯
相
記
』
本
文
、

そ
の
後
に
祇
園
執
行
管
領
広
峰
別
当
職
事
、
最
後
に
白
旗
城
旗
振
事
を

載
せ
る
。
な
お
、
兵
庫
県
姫
路
市
に
あ
る
広
峰
神
社
の
社
家
の
一
つ
に

保
四
年
書
写
さ
れ
た
も
の
に
塙
忠
宝
に
よ
り
或
家
蔵
本
と
一

写
本
を
慶
安
元
年
に
書
写
し
た
も
の
。
表
紙
裏
に
刊
本
『
峯
相
記
微
考
』

の
序
文
、
本
文
末
に
北
条
得
宗
家
九
代
の
名
前
を
付
す
。

所
蔵
番
号
双
・
内
①
山
田

校
を
加
え
ら



【
第
三
系
統
】

国
学
院
大
学
蔵
本
：
外
題
「
播
州
峯
相
記
」
、
内
題
「
峯
相
記
」
。
全
三
十

四
丁
。
奥
書
に
よ
る
と
、
寛
文
十
年
に
東
大
寺
八
幡
宮
神
主
上
司
修
理

行
。
全
四
十
七
丁
。
写
本
一
冊
。
奥
書
な
し
。
構
成
も
こ
れ
ま
で
の
写

本
と
は
異
な
る
。
所
蔵
番
号
四
日
Ｉ
Ｅ
Ｉ
冒
圏

鈴
鹿
本
：
大
和
文
華
館
鈴
鹿
文
庫
所
蔵
。
外
題
、
内
題
共
に
「
峯
相
記
」
。

亀
田
本
：
国
会
図
書
館
亀
田
文
庫
蔵
本
。
外
題
「
異
本
峯
相
記
」

「
異
本
」
と
い
う
語
は
後
の
書
き
入
れ
）
、
内
題
「
峯
相
記
」
。

続
史
籍
集
覧
本
：
奥
書
に
よ
る
と
寛
文
十
二
年
に
広
峰
山
神
官
魚
住
氏

が
書
写
し
た
も
の
を
小
杉
椙
邨
が
謄
写
し
、
さ
ら
に
明
治
二
十
八
年
に

「
藤
本
氏
」
の
名
が
見
え
、
そ
の
家
の
蔵
本
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測

で
き
る
。
所
蔵
番
号
山
Ｉ
岸
－
ｍ
Ｉ
Ｂ
Ｓ

静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
：
外
題
、
内
題
と
も
「
峯
相
記
」
。
一
頁
十
一
行
。
全

三
十
一
丁
。
写
本
一
冊
。
奥
書
は
無
窮
会
本
と
同
様
に
「
以
針
間
藤
本

本
と
の
前
後
関
係
は
不
明
。

一
頁
八
行
。
全
四
十
七
丁
。
写
本
一
冊
。
頁
の
変
わ
り
目
な
ど
全
て
亀

田
本
と
共
通
。
国
文
学
研
究
所
に
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
を
保
管
。
亀
田

氏
本
写
之
寛
文
八
年
仲
春
之
月
」
と
あ
り
、
西
峰
の
署
名
の
み
無
い
。

色
川
一
一
一
中
旧
蔵
。
所
蔵
番
号
』
ｇ
ｓ
ｌ
Ｈ
Ｉ
ｍ
『
－
曲

近
藤
瓶
城
に
よ
っ
て
校
を
加
え
ら
れ
た
写
本
。

（
二
ｌ
異
本
系
統
）

『
峯
相
記
』
諸
本
と
そ
の
受
容

￣、

頁但
八し

っ
て
異
本
が
作
ら
れ
て
い
る
た
め
、
特
に
近
世
に
最
も
普
及
し
た
系
統
で
あ

ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
第
三
系
統
は
そ
れ
ら
の
両
方
か
ら
影
響
を
受
け
、
校

合
さ
れ
た
独
自
の
系
統
を
あ
ら
わ
す
。
現
在
は
國
學
院
大
學
蔵
本
の
一
本
し

か
伝
わ
ら
な
い
が
、
附
さ
れ
た
目
次
に
も
校
合
さ
れ
た
跡
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

刊
本
で
あ
る
『
峯
相
記
微
考
』
も
こ
の
系
統
か
ら
派
生
し
、

も
こ
の
系
統
の
影
響
を
少
な
か
ら
ず
受
け
て
い
る
。

窮
会
本
や
続
史
籍
集
覧
本
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
神
社
（
主
に
広
峰
神
社
）

に
伝
わ
り
、
書
写
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
と
思
わ
れ
る
系
統
で
あ
る
。

後
も
少
な
く
、
古
態
を
多
く
残
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
系
統
は
無

。
《
刊
本
》

峯
相
記
微
考
；
剣
持
見
立
箸
。
元
禄
十
一
年
（
’
六
九
人
）
に
完
成
し
、

大
阪
で
刊
行
。
そ
の
七
年
後
の
宝
永
二
年
二
七
○
五
）
に
玉
井
直
道

の
序
と
書
写
山
松
寿
院
宣
道
の
駁
を
附
し
た
上
下
二
冊
の
木
版
印
刷
本

が
姫
路
井
上
源
三
郎
書
林
か
ら
発
行
さ
れ
た
。
本
文
は
第
二
類
（
｜
）

と
共
通
で
、
割
注
が
施
さ
れ
て
い
る
。
上
下
二
冊
。

第 大
夫
雅
夫
が
、
播
州
総
社
神
主
黒
装
民
部
家
本
を
底
本
に
、
摂
州
で
探

し
得
た
異
本
と
校
合
し
て
改
筆
さ
れ
た
物
で
あ
る
。
そ
れ
を
宝
永
四
年

に
岡
田
正
利
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
、
さ
ら
に
寛
保
元
年
岡
田
宗
殖
に
よ

っ
て
書
写
。
目
次
が
有
り
、
序
に
あ
た
る
部
分
以
降
「
第
三
か
ら
「
第

六
十
五
」
ま
で
番
号
を
附
し
て
い
る
。
翻
刻
は
『
神
道
大
系
』
播
磨
編
。

系
統
は
現
在
最
善
本
と
さ
れ
る
斑
鳩
寺
本
を
は
じ
め
、

生
し
、
続
群
書
類
従
本

ま
た
、
こ
の
系
統
に
沿

改
変
さ
れ
た

一一一



な
い
も
の
の
、
こ
の
三
本
は
古
態
を
探
る
上
で
、
ま
た
享
受
史
の
上
で
重
要

な
位
置
を
占
め
る
。
こ
れ
ら
を
中
心
に
系
統
間
の
特
徴
と
享
受
史
に
つ
い
て

以
下
で
詳
述
す
る
。

同
種
の
写
本
が
数
種
存
在
し
た
事
が
知
ら
れ
、
一
系
統
と
し
た
。

表
１
第
一
系
統
、
第
二
系
統
対
照
表

こ
れ
ら
の
内
で
注
目
す
べ
き
は
第
一

●

（
一
一
）
の
亀
田
、
鈴
鹿
両
本
で
あ
る
。

①
｜
貞

②
｜
次
真
言
宗
ト
者

③
｜
次

④
｜
只
日
連
日
朗
尉
、
日
興
日
向
尉
等
一
只
日
連
日
昭
同
閾
日
興
日
向
日
直
一
只
同
蓮
岡
昭
同
餌
日
興
日
向
圖
頂

次 次 詣

唐
朝
ニ
ハ
恵
遠
大
師
、
曇
鷲
法
師
、
道
得
法
師
、
｜
唐

次依光

一
一
部
ヲ
本
経
ト
シ
、
龍
樹
ノ
論
天
親
ノ
浄
土
論
ヲ

斑
鳩
寺
本
（
第
一
系
統
）

真
言
宗
卜

和
四
年
十
月
十
八
日
播
州
峯
相
山
鶏
足
寺
一
一
参

表
ト
シ
テ
ニ
門
ヲ
立
ッ
。

明
大
師
、
懐
感
禅
師
、
小
康
法
師
等

ス
ロ

一
一
禅
宗
ハ
：

一
一
浬
盤
宗
者
：

一
一
天
台
宗
者
・
・

一
一
浄
土
宗
ト
者
観
経
双
観
経
阿
弥
陀
経
等
ノ

ノ

観
経
双
観
経

系
統
の
叡
山
文
庫
本
と
、
第
二
系
統

他
の
諸
本
研
究
で
は
言
及
さ
れ
て
い

貞次 次 次 次

依
表 次

光
明
大
師
、
懐
感
禅
師
、
小
康
法
師
等

０
０
Ｉ
Ⅱ
０
０
０
０
１
０
０
１
０
１
０
１
０
０
１
０
０
１
０
１
１
０
１
Ⅱ
Ｉ
１
０
０
１
Ⅱ
１
１
Ⅱ

唐
朝
一
一
ハ
恵
遠
大
師
、
曇
鷺
法
師
、
道
得
法
師
、

一
一
部
ヲ
本
経
ト
シ
、
龍
樹
ノ
論
天
親
ノ
浄
土
論
ヲ

史
籍
集
覧
本
（
第
二
系
統
）

｜
参
詣
ス

真
言
宗
卜
者
・
・

和
四
年
戊
子
十
月
十
八
日
播
州
峯
相
山
鶏
足

二
禅
宗
ハ
：

一
一
浄
土
宗
卜

’
一
浬
樂
宗
者
：

’
一
天
台
宗
者
：

ト
シ
テ
ニ
門
ヲ
立
ッ
。

◎

者
観
経
双
観
経
阿
弥
陀
経
等

双

い
る
こ
と
も
容
易
に
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
、
叡
山
本
は
そ
の
他
の
箇
所
で
脱

文
や
誤
写
が
目
立
ち
、
最
善
本
と
は
言
い
難
い
為
、
本
稿
で
も
従
来
通
り
斑

鳩
寺
本
を
底
本
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。
こ
の
二
書
を
含
む
第
一
系
統
と
第

二
系
統
の
相
違
並
び
に
特
徴
に
つ
い
て
、
以
下
の
表
に
ま
と
め
た
。

な
お
、
第
一
系
統
は
斑
鳩
寺
本
を
、
第
二
系
統
は
続
史
籍
集
覧
本
と
無
窮

会
本
の
二
本
を
代
表
さ
せ
て
い
る
。

近
く
、
古
形
態
を
残
し
て
い
る
。
し
か
も
斑
鳩
寺
本
に
見
ら
れ
る
脱
文
を
有

し
て
い
る
続
が
ら
考
え
て
、
そ
れ
よ
り
も
上
位
の
本
文
か
ら
枝
分
か
れ
し
て

叡
山
文
庫
所
蔵
『
播
陽
寺
山
記
』
（
以
下
叡
山
本
）
は
斑
鳩
寺
本
と
本
文
も

鶏
足
寺
一
頁

ノ蕊
斗
饒
篭
誹
議
鑿
！

第
五
混
盤
宗
者

第 第 第

／
三
部
ヲ
本
経
ト
シ
テ
十
住
毘
婆
娑
論
浄
土
論

一
一
参
詣
ス
。

無
窮
会
本
（
第
二
系
統
）

第
六
一
一
浄
土
宗
者
観
経
双
観
経
阿
弥
陀
経

参
詣

和
四
年
戊
子
十
月
十
八
日
播
州
峯
相
山
鶏
足

表
ト
シ
テ
ニ
門
ヲ
立
ッ
。

三
二
天
台
宗
者
．
．

朝
ニ
ハ
恵
遠
法
師
、
曇
鷲
、
道
緯
善
導
等

四
一
一
禅
宗
者
：

二
真
言
宗
者
：

播
州
峯
相
山
鶏
足
寺

胆’等ヲ



Ｉ

で
は
「
第
二
か
ら
始
め
て
順
に
番
号
が
附
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
⑤
の
国

内
の
寺
院
縁
起
を
順
に
述
べ
る
箇
所
や
、
神
社
縁
起
を
述
べ
る
箇
所
で
も
同

様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
改
変
は
本
書
の
利
用
を
よ
り
簡
便
に
す
る
方
向
に

向
か
っ
て
お
り
、
そ
の
傾
向
は
、
同
じ
く
社
家
本
を
書
写
し
た
第
三
系
統
の

國
學
院
大
學
蔵
本
の
よ
う
に
目
次
を
附
け
る
に
至
っ
て
最
終
形
態
を
見
る
。

こ
の
よ
う
な
作
業
が
広
峰
神
社
内
、
も
し
く
は
無
窮
会
本
を
書
写
し
た
松
下

見
林
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
続
史
籍
集
覧
本
が
底
本
と
し
た
魚
住
家
本
は
原
態

に
近
い
形
で
残
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

第
一
系
統
と
第
二
系
統
の
二
本
で
記
述
の
差
違
に
つ
い
て
は
、
④
の
法
華

宗
の
法
脈
を
記
し
た
箇
所
が
特
徴
的
で
あ
る
。

第
一
系
統
で
あ
る
斑
鳩
寺
本
と
第
二
系
統
で
あ
る
続
史
籍
集
覧
本
で
は
、

そ
の
叙
述
方
法
に
殆
ど
差
違
は
な
い
。
し
か
し
同
じ
く
広
峰
神
社
の
社
家
本

を
書
写
し
た
第
二
系
統
の
無
窮
会
本
に
お
い
て
は
若
干
の
差
違
を
生
じ
て
い

る
。
表
１
の
②
に
お
い
て
、
斑
鳩
寺
本
、
続
史
籍
集
覧
本
で
は
「
次
一
ご
と

い
う
語
句
で
連
続
性
の
あ
る
説
明
や
縁
起
を
記
す
の
に
対
し
て
、

⑥
｜
正
中
元
年
十
一
月
廿
七
日
上
棟
。
建
武
二
年
十
月

⑤

堂
也

次
二
増
位
寺
ハ

書
写
山
卜
申
ハ

次
二
法
華
山
ハ

其
類
多
也
。

十
四
日
文
観
上
人
ヲ
以
テ
供
養
畢
。
西
国
第
一

中
元
年
十
一
月
廿
七
日
上
棟
。
建
武
二
年
十

巾

『
峯
相
記
』
諸
本
と
そ
の
受
容

大

堂
也
。

吹
二
増
位
寺
ハ

書
写
山
ト
申
ハ

十
四
日
文
観
上
人
ヲ
以
テ
供
養
畢
。
西
国
第
一

次
一
一
法
華
山
ハ

正
中
元
年
十
一
月
廿
七
日
上
棟
。
建
武
二
年
十

日
特
等
其
類
多
也
。

狄
二
」
と

無
窮
会
本

斑
鳩
寺
本
の
日
存
、
日
郷
、
叡
山
文
庫
本
に
あ
る
日
日
は
実
在
す
る
僧
で
あ

も
の
⑫
斑
鳩
寺
本
と
直
接
影
響
関
係
に
な
く
、
し
か
も
同
一
系
譜
上
に
あ

る
叡
山
文
庫
本
に
一
人
（
六
老
僧
の
内
の
「
日
向
」
を
「
日
目
」
と
す
る
）

を
除
い
て
、
同
名
が
同
順
序
で
記
さ
れ
て
お
り
、
斑
鳩
寺
本
の
誤
写
と
い
う

六
人
の
う
ち
、
日
昭
、
日
向
、
日
持
の
三
僧
の
名
が
無
く
、
「
日
存
」
「
日

郷
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
神
栄
氏
は
「
斑
鳩
寺
本
の
誤
壁
と
さ
れ
る

の
派
内
を
掌
っ
た
上
足
の
弟
子
達
で
あ
る
。
そ
の
事
跡
は
数
々
の
書
物
に
記

さ
趣
日
蓮
以
降
の
祖
師
相
承
と
し
て
本
書
に
記
さ
れ
る
の
も
適
当
で
あ
る

第
二
系
統
本
に
記
さ
れ
る
日
蓮
以
外
の
六
人
（
日
昭
、
日
朗
、

向
、
日
頂
、
日
持
）
は
、
宗
派
内
で
は
「
六
老
陸
と
呼
ば
れ
、

う
□

そ
の
第
一
の
弟
子
と
し
て
記
さ
れ
る
程
、
信
頼
を
得
て
い
た
。
日
興
没
後
に

る
。
日
目
（
文
応
元
年
～
正
慶
二
年
）
は
六
老
僧
の
内
の
日
興
に
師
事
し
、

日
興
が
「
聖
人
（
日
蓮
）
ノ
御
例
一
一
順
シ
テ
六
人
ノ
弟
子
ヲ
壁
た
時
に
は

可
能
性
は
低
い
と
考
え
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
こ
の
六
老
僧
以
外
の
僧
、

だ
が
第
一
系
統
の
斑
鳩
寺
本
で
は
そ
の
名
前
が
異

大
一
乙

月
一
正

第第 第

日
持
等
其
類
多
也

亥
十
月
十
四
日
文
観
上
人
ヲ
以
供
養
畢
。

中
元
年
甲
子
十
一
月
廿
七
日
上
棟
。
建
武
二
年

三
法
華
山
ハ

二
一
一
増
位
寺
ハ

一
一
書
写
山
卜
申
ス
ハ

な
っ
て
い
る
。 日
興
、
日

日
蓮
没
後五



１
１

事
し
て
お
り
、
「
日
興
－
日
目
１
日
郷
」
と
記
す
叡
山
文
庫
本
は
日
蓮
宗
派

内
の
法
脈
を
そ
の
ま
ま
記
し
て
い
る
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
元
来
は
六
老
僧

れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
『
峯
相
記
』
は
そ
の
内
容
と
と
も
に
播
磨
国
の
神

社
に
も
広
く
伝
承
さ
れ
る
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
社
家
の
間
で
も
若
干
の
改
変

六
老
僧
に
書
き
換
え
ら
れ
た
可
能
性
の
方
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

を
加
え
ら
れ
な
が
ら
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る

日
蓮
宗
富
士
門
徒
大
石
寺
を
継
い
で
い
る
。
ま
た
日
郷
（
？
～
文
和
二
年
）

は
自
ら
「
祖
師
日
興
日
島
と
記
す
よ
う
に
日
興
、
そ
の
没
後
に
日
目
に
師

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
書
の
内
容
が
寺
院
神
社
を
問
わ
ず
含
ま
れ
て
い
る
事

と
共
に
、
本
書
が
播
磨
と
い
う
「
国
」
と
結
び
つ
き
、
そ
の
影
響
下
に
あ
っ

て
成
立
し
た
こ
と
と
関
係
が
あ
ろ
う
。

畢
。
王
子
暗
諦
．

エ
ス
」
と
あ
り
、

し
て
い
る
。
ま
“

で
は
な
く
こ
の
よ
う
な
法
脈
を
記
し
て
い
た
も
の
の
、

国
衙
と
の
強
い
関
連
が
見
ら
れ
る
。
『
峯
相
記
』
に
は
「
関
東
御
教
書
ニ
テ

嘉
禎
四
年
一
一
田
所
等
注
進
」
と
「
内
御
教
書
ニ
テ
建
治
二
年
両
直
庁
両
田
所

野
斤
澤
構
ヲ
加
へ
、
越
斧
潤
飾
ヲ
ソ
ヘ
テ
、
一
堂
ヲ
建
立
シ
テ
、
王
子
入
滅

畢
。
王
子
暗
謂
ノ
行
法
御
願
ノ
法
兒
師
是
也
。
国
衙
ノ
祈
祷
ト
シ
テ
今
二
絶

『
峯
相
記
』
所
収
の
峯
相
山
鶏
足
寺
縁
起
に
は
「
敏
達
天
皇
ノ
御
宇
十
年
、

一一一

ま
た
、

鶏
足
寺
で
国
衙
の
為
の
祈
祷
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
叙

こ
の
他
に
も
播
磨
国
内
の
田
地
数
に
言
及
し
た
箇
所
に

り
、
元
来
は
六
老
僧

社
家
の
側
で
著
名
な

る
」
と
し
て
、
こ
の
二
つ
の
田
文
と
も
幕
府
の
要
請
に
よ
っ
て
国
衙
側
が
作

成
し
た
も
の
で
あ
る
と
論
じ
、
国
衙
在
庁
に
伝
来
、
保
存
す
る
国
衙
検
注
の

検
注
状
、
あ
る
い
は
そ
う
し
た
成
果
を
整
理
集
約
し
た
多
数
の
文
書
類
が
そ

の
基
礎
に
な
っ
杵
醇
推
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
峯
相
記
』
の
著
者
が
国

在
庁
の
重
要
な
構
成
員
で
あ
っ
た
こ
と
は
述
べ
る
ま
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ

衙
に
伝
来
、
保
管
さ
れ
て
い
る
そ
の
様
な
文
書
を
、
例
え
間
接
的
に
し
る
見

る
こ
と
が
出
来
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
、
著
者
と
国
衙
と
の
関
係

が
推
し
量
れ
る
の
で
あ
る
。

力
注
進
」
の
二
つ
の
田
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
石
井
進
氏
は
「
田
所
が
国
衙

ら
く
播
磨
国
を
治
め
た
北
条
得
宗
家
に
対
し
て
の
配
慮
、
加
え
て
こ
の
国
に

々
関
東
の
方
人
で
あ
っ
た
旧
友
の
「
元
弘
以
降
、
当
国
中
ノ
有
様
承
度
侯
」

と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
鶏
足
寺
の
老
僧
は
こ
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

お
い
て
の
賢
政
を
印
象
づ
け
る
よ
う
な
叙
述
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
、

武
家
ノ
心
一
一
任
ス
ル
故
一
一
承
久
ノ
珍
事
二
及
フ
。
（
中
略
）

・
側
倒
引
刎
執
権
、
貞
廉
ヲ
存
シ
、
忠
孝
ヲ
先
ト
ス
・
仏
神
ヲ
崇
〆
、

何
源
武
衛
二
仰
テ
彼
一
族
ヲ
詐
罰
セ
ラ
レ
キ
。
源
家
、
又
世
ヲ
執
テ
、

右
大
将
一
一
任
シ
、
日
本
国
ノ
惣
捕
便
、
惣
地
頭
職
ヲ
給
テ
、
朝
家
ノ

御
後
見
ト
シ
テ
賢
遍
ヲ
振
舞
上
、
徳
政
ヲ
行
う
由
ニ
テ
有
シ
カ
ト
モ
、

三
代
将
軍
滅
亡
シ
テ
、
幼
稚
ノ
将
軍
下
向
ノ
後
ハ
、
北
條
ノ
一
族
執

権
ト
シ
テ
天
下
ヲ
掌
ニ
ニ
キ
ル
間
、
蔀
道
ス
タ
レ
テ
、
政
務
ヲ
一
向

公
家
ヲ
重
ス
ル
故
一
一
、
四
海
静
譲
ノ
世
一
一
当
テ
、
方
庶
憲
政
ノ
化
一
一

国
内
の
争
乱
を
叙
し
た
記
述
で
も
同
様
の
推
測
が
出
来
る
。 ’
一
ハ

長元



皇
挙
兵
の
理
由
を
関
東
（
高
時
）
の
失
政
に
求
め
よ
う
と
す
る
。
こ
の
二
書

い
る
。

（
傍
線
部
⑤
）
。
し
か
し
、
鎌
倉
幕
府
最
後
の
執
権
で
あ
っ
た
高
時
に
対
し
て

は
、
他
の
武
家
側
に
立
つ
諸
本
と
表
現
を
異
に
す
る
。
例
え
ば
『
保
暦
間
遥

で
は
「
正
和
五
年
高
時
将
軍
家
ノ
執
権
ス
。
文
保
元
年
一
一
一
月
任
相
模
守
。
臓

を
こ
な
ひ
を
み
る
に
、
公
家
の
御
政
古
に
か
へ
て
実
を
う
し
な
へ
り
」
と
し

て
い
る
の
と
同
様
で
あ
り
、
代
々
の
執
権
が
「
貞
廉
ヲ
存
シ
、
忠
孝
ヲ
先
ト

ス
」
（
傍
線
部
②
）
と
記
す
こ
と
か
ら
も
知
れ
る
よ
う
に
、
執
権
、
引
い
て

る
。
総
じ
て
幕
府
側
の
論
に
立
ち
、
執
権
の
相
続
も
「
果
報
」
と
し
て
い
る
。

は
源
家
以
降
の
武
家
政
権
を
賞
賛
す
る
性
格
を
持
つ
点
に
お
い
て
も
共
通
す

傍
線
部
①
に
お
い
て
、
著
者
は
承
久
の
乱
の
原
因
を
帝
道
の
廃
れ
に
求
め

て
い
る
．
こ
の
叙
述
方
法
は
例
え
ば
『
梅
松
塗
に
お
い
て
「
近
年
天
下
の

面面

追
上
、
父
祖
ノ
例
ヲ
守
ル
由
ニ
テ
コ
ソ
有
シ
カ
ト
モ
、
事
超
過
セ
ル

故
一
一
、
武
略
道
ヲ
忘
レ
、
勇
士
ノ
芸
ヲ
捨
タ
ル
ニ
似
タ
リ
。
其
官
等
、

畢
。
人
臣
ノ
世
ヲ
執
コ
ト
三
代
ニ
ス
キ
ス
ト
、
異
朝
ノ
本
記
二
見
へ

タ
リ
。
⑥
糊
Ｈ
モ
八
代
相
続
ノ
果
報
、
目
出
力
シ
シ
事
也
。

旧
例
ヲ
存
ス
レ
ト
モ
、
内
外
ノ
振
舞
、
資
具
ノ
以
成
シ
、
三
公
卿
相

ノ
貴
家
ニ
モ
猶
勝
レ
、
恐
ク
ハ
皇
后
仙
洞
ノ
玉
台
ニ
モ
劣
ラ
ス
・
瀞

ト
モ
元
弘
ノ
今
二
運
命
震
一
一
究
テ
、
一
族
五
百
余
人
片
時
二
滅
亡
シ

ノホ

コ
ル
。
草
木
モ
風
ヲ
侍
ス
シ
テ
、
権
威
ニ
ナ
ヒ
キ
、
飛
鳥
モ
翅
ヲ

ヘ
テ
、
賢
慮
ニ
ハ
ム
カ
ル
程
ノ
事
也
キ
。
學
代
同
ク
将
軍
ノ
跡
ヲ

『
峯
相
記
』
諸
本
と
そ
の
受
容

。
」
と
記
し
、
『
梅
松
論
』
で
は

。
」
と
し
て
、
後
醍
醐
天

薄
に
さ
せ
、
執
権
の
世
が
「
賢
政
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
殊
更
印
象
づ
け
る
か

の
よ
う
で
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
国
家
と
結
び
、
国
内
に
流
布
さ
れ
た
本
書
で
あ
る
が
、
近
世

以
降
は
そ
の
範
囲
を
畿
内
に
広
め
、
特
に
社
家
、
神
道
研
究
者
に
よ
っ
て
紹

介
、
引
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

戦
い
の
構
造
を
と
ら
せ
ず
、
そ
の
結
果
武
家
政
権
と
し
て
の
室
町
幕
府
の
権

力
を
保
持
さ
せ
る
機
能
を
持
つ
の
で
あ
る
。

で
は
、
『
峯
相
記
』
の
場
合
は
ど
う
か
。
そ
の
叙
述
方
法
は
『
梅
松
論
』
等

の
武
家
側
の
そ
れ
と
同
じ
く
高
時
に
対
し
て
「
武
略
道
ヲ
忘
と
と
い
っ
た

批
判
的
言
辞
を
記
し
て
お
り
、
後
醍
醐
天
皇
の
挙
兵
理
由
を
そ
の
失
政
に
求

め
て
い
る
か
の
よ
う
で
も
あ
る
。
し
か
し
そ
の
批
判
は
「
父
祖
ノ
例
ヲ
守
」

っ
て
は
い
た
が
、
「
事
超
過
」
し
た
た
め
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
前

中
で
第
二
系
統
（
二
）

④
、＝〆

◎

れ
て
い
る
と
讃
辞
さ
え
送
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
執
権
の
滅
亡
に
対

し
て
「
運
命
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
の
も
特
徴
的
で
あ
麺
（
傍
線
部

の
よ
う
な
非
道
性
の
強
調
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、

の
表
現
は
、
そ
の
失
政
を
強
調
す
る
事
で
〈
公
家
と
武
家
の
対
立
〉
と
い
う

本
書
の
写
本
間
で
は
本
文
上
の
異
同
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
の
だ
が
、

こ
の
言
葉
に
よ
っ
て
高
時
の
失
政
と
北
条
家
の
滅
亡
の
因
果
関
係
を
希

こ
の
構
成
は
例
え
ば
日
本
仏
教
の
諸
宗
派
の
説
明
を
完
全
に
欠
落
さ

幽

の
亀
田
本
と
鈴
鹿
本
の
み
が
異
な
っ
た
構
成
を
し
て

「
其
官
」
は
「
貴
家
」
に
も
優

七

そ
の



本
よ
り
も
詳
し
い
記
述
内
容
を
持
た
せ
、

せ
る
な
ど
仏
教
の
色
合
い
を
薄
い
も
の
に
し
、

表
２
無
窮
会
本
と
『
異
本
峯
相
記
』
（
亀
田
本
）
対
照
表

①
｜
置

②

③
｜
其
後
数
百
年
ヲ
経
テ
後
師
安
元
年
甲
申

⑤
｜
三
宮
酒
見
大
明
神
者
養

④
’
二
宮
荒
田
大
明
神
者
天
平
勝
宝
元
己
丑
五
月
七
日
女
体
束
帯
赤
装
束
ニ
テ

⑥
｜
次
二
生
石
子
高
御
倉
ハ
陰
陽
二
神
ト
シ
テ
夫
婦
ト
顕
ハ
レ
玉
ヘ
リ
。
天
人

⑦
｜
雄
略
天
皇
二
父
ヲ
殺
サ
レ
給
ヒ
テ
怖
ヲ
成
、
丹
波
国
へ
逃
隠
坐
ス
。
猶
世
一
一
雄

釈

白
山
妙
理
権
現
ト
顕
し
坐

委
細

化
以
前
年
号
皆
□
経
之
妄
誕
）
伊
恒
郷
一
一
託
シ
テ
此
地
一
一
我
ヲ
崇
可
シ

来
臨
シ
玉
へ

所

見
郎
女
其
随
一
力
）
当
国
一
一
入
坐
ス

降
テ
石
ニ
テ
社
ヲ
造
ン
ト
擬
ス
。

一
云
々
。

中
ヲ
怖
畏
シ
玉
ヒ
テ
播
磨
ノ
国
へ
逃
越
テ
御
名
ヲ
替
へ
御
身
ヲ
ヤ
ッ
シ
テ
｜
怖

無
窮
会
本
《
右
注
》
（
左
注
）

塩
寺
、
飾
磨
寺
、
中
寺
、
国
分
寺
（
聖
武
御
願
諸
国
皆
有
之
事
見
元
亭

書
）
笠
立
《
形
力
》
寺
、
大
道
寺
、
川
原
寺
等
内
々
秘
事
由
緒
多
シ
・

宮
伊
和
大
明
神

宮
荒
田
大
明
神

山
妙
理
権
現
ト
頑
し
坐
ス
。

奉
璽
心
津
石
室
者
蓋
謂
此
也
》
（
西
峯
石
宝
殿
縁
起
有
一
巻
）

シ
玉
ヘ
リ
。

ハ
不
存
又
注
書
一
一
不
及
。

高

Ｉ
ヨ
パ
調
訓
伊
細
郷
『
者

ノ 老
六
年
壬
戌
住
吉
大
明
神
並
一
一
五
所
ノ
王
子

及

己
丑
五
月
七
日

神
道
研
究
と
し
て
の
色
合
い
を
濃

.□

逆
に
神
社
縁
起
等
は
斑
鳩
寺

素
霊
烏
尊
第
一
ノ
皇
子
男
巳剖
画
一
三
宮
酒
見
大
明
神
者
養
老
六
年

（
大
一
其
後
経
数
百
年
後
鋼
劉
剰
藝
観
五
項
師
安
元
年
甲
申
伊
和
ノ
恒
郷
一
一
託
シ

尊卜

貴
命

大
道
寺
川
原
寺
等
内
々
秘
事
由
緒
多
シ
。
委
細
ハ
不
存
又
註
書
一
一
不
及

置
塩
寺
、
飾
万
寺
、
中
寺
、
国
分
寺
（
聖
武
御
願
諸
国
皆
有
之
）
笠
立
寺
、

割
譲
調
岻
凹
。
契
歌
『
云
詞
淡
甥
彦
綺
卿
将
座
志
都
玖
司
室
蓉
幾
復
帰
縄
馴

来
臨
シ
玉
ヘ
リ
。
即
少
彦
名
命
ナ

次
二
生
石
子
高
御
倉
ハ
陰
陽
二
神
ト
シ
テ
夫
婦
卜
顕
ハ
レ
玉
ヘ
リ
。
天
女

坐
ス
。
酒
見
ノ
郎
女
其
随
一
嗽
。

二
宮
荒
田
大
明
神

テ
此
地
一
一
我
ヲ
可
崇
云
々
。

テ
擬
造
社
処
二
夜
明
ケ
レ
ハ
不
及
押
起
返
上
シ
畢
ヌ
。
社
ノ
大
ナ
ル
事

二
凡
夫
ノ
非
所
及
。

亀
田
本

無
窮
会
本
に
附
さ
れ
る
ご
く
簡
単
な
註
と
ほ
ぼ
共
通
す
る
。

く
し
て
い
る
。
た
だ
そ
の
神
社
縁
起
の
内
容
は
二
本
独
自
の
も
の
で
は
な
く
、

宮
伊
和
大
明
神

宮

畏
シ
玉
テ
播
磨
国
へ
逃
越
テ
御
名
ヲ
替
御
身
ヲ
ヤ
ッ
シ
テ

略
天
皇
一
一
父
ヲ
被
殺
給
テ
怖
ヲ
成
、
丹
波
国

◎

シ
玉
ヘ
リ
。

者
気
熱
訓
倒
細
郷
坐
刻

者
天
平
勝
宝
元
己
丑
五
月
七
日
女
体
束
帯
赤
装
束
ニ
テ

怖
ヲ
成

壬
戌
住
吉
大
明
神
並
五
所
王
子
当
国
一
一

リ’
。 皿

已
』
■
ぬ

。
即
素
蓋
鳴
尊
第
一
皇
子
大

へ
逃
隠
坐
ス
。
猶
世
中
ヲ

ス
。
繊
椙
冊
岩
中
‐； 八降 劃更 入



石
宝
殿
縁
起
で
は
こ
の
場
所
を
詠
ん
だ
生
石
真
人
の
歌
１
大
汝
少
彦
名
乃
将

座
志
都
乃
石
室
者
幾
夜
将
鑓
卜
が
亀
田
本
の
み
記
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
⑥

で
は
無
窮
会
本
の
み
「
西
峯
石
宝
殿
縁
起
有
一
巻
」
の
一
文
が
あ
る
。
た
だ
、

無
窮
会
本
と
亀
田
本
で
相
違
す
る
箇
所
は
三
箇
所
あ
る
。
④
の
荒
田
大
明

神
の
縁
起
で
は
亀
田
本
の
み
「
即
少
彦
名
命
ナ
リ
」
の
一
文
が
あ
り
、
⑥
の

こ
の
一
文
は
本
文
と
別
筆
で
あ
り
、
こ
の
無
窮
会
本
を
書
写
し
た
と
思
わ
れ

る
静
嘉
堂
文
庫
本
に
も
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
相
違
は
こ
の
一
ヶ
所
の

は
省
略
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
も
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
無
窮
会
本
の
註
か
ら
亀
田
、

鈴
鹿
両
本
へ
の
流
入
と
い
う
前
後
関
係
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

無
窮
会
本
に
附
さ
れ
る
註
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
亀
田
、
鈴
鹿
両
本
で

み
で
あ
り
、
後
に
増
補
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

③
｜
大
炊
天
皇
《
淡
路
廃
帝
ノ
事
也
》
ノ
御
宇
天
平
寶
字
七
年
癸
卯
当
国
揖
保
一
大

表
３ 郡

地
ハ
四
方
山
ヲ
回
テ
河
流
谷
口
無
双
ノ
要
害
ダ
ル
間
此
二
陣
ヲ
取
テ
後
し
。
蓋
し
上
代
の
幽
契
あ
る
か
。
翌
日
忽
ち
平
森
の
中
に
双
鶴
羽
を
刷
て

死
卒
ノ
体
ヲ
顕
シ
坐
ス
其
後
経
数
百
年
後
欽
明
天
皇
廿
五
年
師
立
つ
。
時
に
恒
郷
上
代
に
奏
し
、
篝
基
を
営
み
神
戸
を
寄
せ
ら
れ
、
併

中 場

子
男
巳
尊
愛
二
神
功
皇
后
三
韓
ヲ
攻
給
シ
時
、
副
将
軍
ト
シ
テ
彼

亀
田
本

布
施
ノ
郷
一
一
五
足
ノ
檀
ノ
子
生
ス
。

国
ノ
諸
神
ヲ
相
催
シ
テ
責
戦
由
蒙
御
約
諾
随
神
勅
富
国
神
戸
ノ

宮
伊
和
大
明
神
者

一
一
向
坐
ス
静
謎
ノ
後
皇
后
帰
洛
時
尚
異
賊
勝
一
一
ノ
ル
コ
ト
ア
ラ
ハ

、

『
峯
相
記
』
諸
本
と
そ
の
受
容

明
神
者
宍
粟
郡
伊
和
郷
一
一
坐
ス
即
素
蓋
烏
尊
第
一
ノ

Ｊ
／
章
子
山
山
》
，
ノ

郡
司
力
家
二
仕
ヘ
テ
年
月
ヲ
送
一
鋼
藪
Ⅷ
欝
蝿
畷
切
郡
司
力
家
二
仕
テ
年
月
送
程
一
一

別
当

戦
一
美
鳴
尊
第
一
の
皇
子
大
巳
貴
命
是
な
り
。
菅
し
神
功
皇
后
一
一
一
韓
進
発
の
日
、

皇
一
峯
相
記
に
曰
く
、
一
宮
伊
和
大
明
神
は
宍
粟
郡
伊
和
郷
に
坐
す
。
即
ち
素

當
社
に
於
て
敵
軍
伏
謙
の
約
あ
り
て
、
凱
旋
し
遂
に
篝
梼
と
、
云
々
・
其

後
欽
明
帝
の
治
廿
五
年
伊
和
郷
に
託
し
て
曰
く
、
朕
を
此
の
地
に
祭
る
べ

ノ
郷
一
一
五
足
ノ
桐
子
ヲ
産
ス
。

磨
国
に
関
す
る
神
社
の
多
く
に
『
峯
相
記
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
表
②
に

お
い
て
は
②
か
ら
⑥
ま
で
が
神
社
の
縁
起
に
該
当
す
る
。
『
神
社
啓
蒙
』
が

「
峯
相
記
云
」
と
し
て
引
用
し
て
い
る
の
は
、
異
本
系
統
で
あ
る
亀
田
本
と

共
通
の
本
文
で
あ
り
、
無
窮
会
本
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
④
の
「
即
少
彦
名
命

ナ
リ
」
の
一
文
も
、
更
に
は
⑥
の
生
石
真
人
の
歌
も
有
し
て
い
る
。

亀
田
本
に
の
み
見
ら
れ
る
④
と
⑥
の
部
分
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

白
井
宗
因
著
『
神
社
啓
曇
が
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
．
こ
の
書
は
全
国
の
主

要
な
神
社
に
つ
い
て
の
縁
起
を
詳
細
に
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
で
播

炊
天
皇
（
淡
路
廃
帝
ノ
事
也
）
天
平
宝
字
七
年
癸
卯
当
国
揖
保
郡
布

神
社
啓
蒙

九 施

１
１



の
傍
ら
で
い
く
つ
か
の
著
作
を
成
し
た
人
物
で
あ
る
。
神
社
に
関
す
る
著
作

は
『
神
社
便
塗
（
寛
文
四
年
版
）
と
『
神
社
啓
蒙
』
（
寛
文
十
年
版
）
が
そ

の
代
表
で
あ
ろ
う
。
『
便
覧
』
と
『
啓
蒙
』
で
重
複
す
る
社
も
多
い
の
だ
が
、

白
井
宗
因
は
江
戸
時
代
前
期
の
和
学
者
、
神
道
学
者
で
、
家
業
（
医
業
）

本
書
の
引
用
は
『
啓
蒙
』
の
み
に
限
ら
れ
、
『
便
覧
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。

安
元
年
甲
申
伊
和
恒
郷
一
一
託
シ
テ
此
地
二
我
ヲ
崇
可
シ
ト
云
々
夢
驚
―
て
當
国
の
一
宮
と
定
む
。
而
し
て
正
一
位
を
授
け
ら
る
。

来
テ
近
辺
ノ
在
家
ヲ
焼
払
清
浄
地
ト
為
大
二
白
キ
鶴
二
シ
北
二
向
テ

位
授
被
。
与
位
子
勝
ハ
父
母
ヲ
崇
奉
也
。

神
テ
居
屋
ノ
西
野
ヲ
見
二
一
宿
ヲ
経
一
一
数
千
本
松
椙
生
並
リ
群
鴉
多
飛

宝
殿
是
也
生
石
真
人
歌
所
謂
志
津
石
室
者
蓋
謂
此
也
剰
馴
．
『

降
テ
石
ニ
テ
社
ヲ
造
ン
卜
擬
ス
処
一
一
夜
明
ケ
シ
間
押
起
ス
ニ
及
ズ
返

次
一
一
生
石
高
御
倉
ハ
陰
陽
二
神
ト
シ
テ
夫
婦
卜
顕
ハ
レ
玉
ヘ
リ
。
天
女

上
シ
寛
ヌ
社
ノ
大
ナ
ル
事
更
一
一
凡
夫
ノ
及
所
非
ズ
今
播
磨
石
ノ

ヲ
造
、
遷
座
ノ
痔
勅
使
ヲ
立
、

二
宮
荒
田
大
明
神
者
天
平
勝
寳
元
年
己
丑
五
月
七
日
女
休
束
帯
赤
装

云
大
汝
少
彦
名
乃
将
座
志

ニ
テ
来
臨
シ
玉
ヘ
リ
。
即
少
彦
名
命
ナ
リ

…
・
其
後
延
暦
年
中
田
村
麻
呂
将
軍
崇
敬
シ
神
領
四
至
ヲ
定
荒
田
大

居
ケ
リ
其
跡
二
北
向
二
造
神
殿
。
：
：
富
国
第
一
官
ト
シ
テ
正
一

造
、
遷
座
ノ
時
勅
使
ヲ
立
、
正
一
位
授
賞
国
第
二
宮

号
。
：
：
當
国
丹
波
将
軍
ノ
管
領
ダ
ル
間
、
両
国
ノ
土
貢
ニ
テ
神

二
宮
ト
ス
。

１
６
１
１

女
休
束
帯
赤
装
束

殿 鰯

峯
相
記
に
云
ふ
、
二
宮
荒
田
大
名
神
は
。
天
平
勝
宝
元
年
己
丑
五
月
七

此
の
神
を
崇
拝
し
神
田
を
定
む
。
又
勅
使
を
以
っ
て
正
一
位
を
授
け
奉
る
。

女
体
赤
装
し
て
来
臨
す
。
即
ち
少
彦
名
な
り
。
延
暦
年
中
将
軍
田
村
麻

峯を

主
の
歌
に
云
ふ

少 し の

局
御
倉
は
、
陰
陽
二
神
夫
婦
の
如
く
顕
れ
坐
す
。
時
に
天
女
降
り
て
、
社

相
記
に
曰
く
、
生
石
子
の

造
ら
ん
と
擬
し
起
立
に
暇
あ
ら
ず
。
遂
に
上
天
し
去
る
耳
。
即
今
の
石

此
を
謂
ふ
な
り
。
按
ず
る
に
、
陰
陽
二
神
夫
婦
の
如
し
と
は
大
已
貴
命
、

宝
殿
是
な
り
。
生
石
子
真
人
の
歌
に
所
謂
る
志
都
石
室
と
云
ふ
は
、
蓋

彦
名
を
謂
ふ
か
。
夫
れ
古
来
の
相
伝
に
此
の
義
あ
り
。
即
ち
生
石
の
村

の
歌
に
云
ふ
。
犬
汝
少
彦
名
乃
将
座
志
都
乃
石
室
者
幾
代
将
経

一
方
、
無
窮
会
本
の
書
写
者
で
あ
る
松
下
見
林
（
西
峰
散
人
）
も
江
戸
時

代
前
期
の
学
者
で
「
近
世
神
道
学
史
上
注
目
す
べ
き
人
物
の
－
ん
壁
で
あ
る
。

見
林
が
藤
本
氏
蔵
本
の
『
峯
相
記
』
を
書
写
し
た
の
が
、
そ
の
奥
書
か
ら
寛

￣

○
呂

百
ｍ
■

１
１



文
人
年
で
あ
る
こ
と
は
は
っ
き
り
し
て
る
。
年
代
も
記
述
内
容
も
ほ
ぼ
一
致

す
る
こ
と
か
ら
、
無
窮
会
本
と
『
啓
蒙
』
に
は
直
接
の
影
響
関
係
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
、
そ
れ
と
同
様
の
内
容
を
持
つ
亀
田
、
鈴
鹿
両
本
も
寛
文
年
間
頃

度
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
本
書
中
で
僅
か
に
触
れ

ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
性
格
や
意
図
を
殆
ど
記
さ
な
い
著
者
自
身
を
知
る

手
懸
か
り
と
も
な
る
筈
で
あ
る
。
そ
う
し
た
基
盤
を
固
め
る
こ
と
が
、
本
書
の

史
料
的
価
値
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
に
は
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

『
峯
相
記
』
の
写
本
は
全
十
一
本
を
数
え
、
そ
の
う
ち
の
多
く
は
近
世
神
道

家
の
手
を
経
て
い
る
。
近
世
よ
り
本
書
を
研
究
書
と
し
て
珍
重
し
、
そ
の
傾
向

が
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
と
い
っ
て
も
い
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
内
容
が

播
磨
一
国
全
般
に
亘
る
こ
と
は
、
著
者
と
国
と
の
強
い
関
わ
り
を
感
じ
さ
せ
、

記
述
内
容
の
随
所
に
そ
の
事
を
示
唆
す
る
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
。
こ
れ
は
ま
だ

並
び
称
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
松
下
見
林
と
白
井
宗
因
、
さ
ら
に
は
國
學
院

大
學
本
を
書
写
し
た
岡
田
正
利
、
本
書
の
神
社
縁
起
の
み
を
抜
き
出
し
、
著

書
『
万
葉
緯
』
に
書
き
記
し
た
今
井
似
閑
と
、
『
峯
相
記
』
の
近
世
に
お
い

て
の
展
開
は
神
道
学
者
を
中
心
に
し
て
、
神
社
縁
起
の
基
本
書
と
し
て
の
性

格
を
強
め
て
い
く
の
で
あ
る
。

明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
本
書
の
執
筆
意
図
と
も
関
連
し
、

の
神
道
学
者
の
手
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

『
峯
相
記
』
諸
本
と
そ
の
受
容

る
。
こ
れ
は
ま
だ

読
者
層
も
あ
る
程

注（
１
）
斑
鳩
寺
本
『
峯
相
記
』
。
以
下
引
用
は
全
て
こ
の
写
本
に
よ
る
。

（
２
）
斑
鳩
寺
本
の
丁
数
。
他
の
写
本
も
ほ
ぼ
同
様
。

（
３
）
例
え
ば
隆
寛
署
『
捨
子
問
答
』
（
続
浄
土
宗
全
書
四
所
収
）
や
聖
同
箸

『
鹿
島
問
答
』
（
続
群
書
類
従
第
三
十
三
輯
）
等
の
系
譜
と
考
え
ら
れ
る
。

（
４
）
『
神
道
大
系
』
播
磨
編
解
題
に
よ
る
。

（
５
）
天
川
友
親
編
。
宝
暦
十
年
。

（
６
）
右
近
純
教
氏
「
教
信
沙
彌
の
研
究
」
（
『
無
尽
燈
』
第
二
十
二
巻
九
号
）

を
は
じ
め
と
し
て
、
谷
山
俊
英
氏
「
賀
古
の
教
信
話
考
」
『
立
正
大
学
国

語
国
文
』
一
九
八
五
）
、
同
「
念
仏
山
教
信
寺
蔵
『
開
山
上
人
一
生
絵
』

の
絵
解
き
に
つ
い
て
」
弓
絵
解
き
研
究
』
第
十
一
号
一
九
九
五
）
等
が

あ
る
。

（
７
）
池
上
洵
一
氏
「
藤
原
山
陰
説
話
の
構
造
と
源
流
」
弓
平
安
文
学
論
究
』

風
間
書
房
一
九
八
四
）
等
。

（
８
）
上
田
賢
治
氏
「
芦
屋
道
満
」
（
『
播
磨
」
六
十
二
号
一
九
六
五
）
や
田

中
久
夫
氏
「
法
道
仙
人
と
播
磨
陰
陽
師
」
（
『
陰
陽
道
叢
書
』
二
中
世
名

著
出
版
一
九
八
三
）
等
。

（
９
）
渡
邊
信
和
氏
「
地
方
と
説
話
－
聖
徳
太
子
伝
記
類
に
お
け
る
地
域
の
特

定
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
説
話
文
学
研
究
』
二
十
六
号
一
九
九
一
．
六
）

（
⑪
）
徳
田
和
夫
氏
『
犬
寺
縁
起
絵
巻
』
の
成
立
」
（
『
学
習
院
女
子
大
学
紀

要
』
創
刊
号
一
九
九
九
）
、
同
「
再
び
『
犬
寺
縁
起
絵
巻
』
に
つ
い
て
」

（
『
学
習
院
女
子
大
学
紀
要
』
二
号
二
○
○
○
）

（
Ⅱ
）
郷
土
志
社
。
一
九
八
四
。
氏
は
こ
の
中
で
『
峯
相
記
』
の
全
注
釈
を
試

一
一
一



み
ら
れ
て
い
る
。
随
時
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
、
）
《
脱
文
》
は
以
下
の
通
り
。
〈
斑
〉
は
斑
鳩
寺
本
、
〈
叡
〉
は
叡
山
文
庫

本
を
示
す
。

〈
斑
〉
他
力
浄
土
ノ
｜
門
ハ
機
ハ
＋
悪
五
逆
ヲ
モ
捨
ズ
、
行
ハ
一
念
十

念
ヲ
モ
納
テ
、
最
下
ノ
凡
夫
ヲ
助
ケ
給
フ
。
最
上
ノ
極
善
卜
承
候
フ
。

其
故
ハ
、
仏
ノ
正
覚
ノ
時
ニ
テ
全
体
凡
夫
ノ
カ
ヲ
入
ス
、
報
仏
高
妙

ノ
国
土
一
一
往
生
ス
ル
也
。

〈
叡
〉
他
力
浄
土
ノ
一
門
ハ
機
ハ
＋
悪
五
逆
を
も
捨
ス
、
行
ハ
｜
念
十

念
ヲ
モ
紬
テ
最
下
ノ
凡
夫
ヲ
助
ケ
給
・
最
上
ノ
極
善
卜
承
侯
。
其
故

（
脚
）
（
旧
）

（
巧
）
前
掲

（
脳
）
『
興
芭

（
Ⅳ
）
『
興
門

（
肥
）
『
日
未

究
」
第
一

に
よ
る
。

仏
高
妙
ノ
国
土
一
一
往
生
ス
ル
也
。

（
旧
）
日
親
署
『
伝
燈
抄
』
に
「
六
人
ヲ
以
テ
詮
卜
為
ス
。
是
ヲ
六
老
僧
卜
号

シ
」
（
『
日
蓮
宗
宗
学
全
書
』
一
八
山
喜
房
仏
書
林
一
九
五
九
）
と
あ

る
等
事
跡
も
詳
し
く
述
べ
ら
れ
る
。

（
四
）
引
用
は
新
撰
日
本
古
典
文
庫
（
３
）
に
よ
る
。

前
掲
『
峯
相
記
の
研
究
』

『
興
尊
全
集
』
富
士
一
跡
門
徒
御
存
知
事
（
『
日
蓮
宗
宗
学
全
書
』
二
）

『
興
門
集
』
郷
師
之
部
康
永
四
年
一
一
一
月
申
状
（
『
日
蓮
宗
宗
学
全
書
』
二
）

『
日
本
中
世
国
家
史
の
研
究
』
Ｉ
「
鎌
倉
幕
府
と
国
衙
と
の
関
係
の
研

」
第
二
章
第
一
節
「
諸
国
太
田
文
の
作
成
」
（
岩
波
書
店
一
九
七
○
）

生
ノ
成
シ
ケ
ル
ハ
仏
ノ
正
覚
ノ
時
ニ
テ
全
体
凡
夫
ノ
カ
ヲ
入
ス
、

ハ
仏
ノ
正
覚
成
給
ケ
ル
ハ
衆
生
往
生
ノ
定
テ
ケ
ル
始
シ
テ
、
衆
生
性

参
照

報

（
加
）
引
用
は
群
書
類
従
（
雑
）
に
よ
る
。

（
皿
）
北
条
家
の
滅
亡
に
「
運
命
」
と
い
う
語
句
を
使
用
す
る
の
は
『
神
皇
正

統
記
』
と
共
通
し
て
い
る
。

（
型
）
『
万
葉
集
』
巻
３
雑
歌
三
五
八

（
翌
大
日
本
風
教
護
書
巻
八
所
収
．

（
型
）
続
々
群
書
類
従
第
一
輯
所
収

（
西
）
『
国
史
大
辞
典
』
「
松
下
見
林
」
項
。
な
お
松
下
見
林
に
関
し
て
、
福
井

款
彦
氏
「
神
道
学
者
と
し
て
の
松
下
見
林
」
弓
神
道
史
研
究
』
三
十
五
巻

三
号
一
九
八
七
．
七
）
等
の
論
孜
を
参
考
に
し
た
。

（
か
く
む
。
け
ん
じ
本
学
研
修
生
） ＝




